
法科大学院と法学部との連携による授業開講のイメージ（たたき台案）

【案１】科目等履修生の仕組みの活用

大学院

学部

大学院教員が授業を担当

・学部生は大学院において開講される授業を「科目等履修生」として履修する。
⇒当該大学院の単位として授与されるため、当該学部の卒業要件としての単位数に算入することは不可。
⇒当該大学院に進学した場合には既修得単位として認定可能。

・大学院での科目等履修が可能と当該大学院に認められた
学部生が大学院の授業を科目等履修する
・授業レベル・成績評価は当然大学院レベルとなる
・教育に支障のないよう授業を同時に行う学生数等の留意事項の
検討が必要

（イメージ例）

・大学院生は大学院において開講される授業を履修する

憲法Ⅰ

【考え方・論点】
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【案２】共同開講による工夫の検討

憲法Ⅰ

上級憲法

大学院

学部

大学院教員が授業を担当

学部においても教員の身分を有する

・学部生は学部において、大学院と共同で開講される授業を履修する。
⇒当該学部の卒業要件としての単位数に算入することができる。
⇒当該学部の卒業要件を超えて履修しており、当該大学院に進学した場合は大学院の既修得単位として認定
することも可能。

（授業・成績評価ともに大学院水準で行っている場合に限る。）

学部は学部の基準に基づき学部生に対する授業を開設し、大学院は
大学院の基準に基づき大学院生に対する授業を開設することが原則
であり、共同開講を制度上どのように位置づけるか整理が必要。

・大学院において開講される科目を学部との共同開講とする
・大学院水準での授業を行い、大学院基準で成績評価を行う
（大学院水準での授業を行い、学部基準で成績評価を行う場合には学部としての
単位とする）
・教育に支障がないよう授業を同時に行う学生数等の留意事項の検討
が必要

（イメージ例）

・大学院生は大学院において開講される授業を履修する

【考え方・論点】

（前提）
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１．科目等履修 ２．共同開講

授業を受ける学部生の身分 大学院の科目等履修生 学部学生

付与される単位の性格 大学院の単位 学部の単位

学部の卒業要件単位への算入 不可 可能

大学院の既修得単位として認定 初めから大学院単位として修得

学部の卒業要件単位に算入していない
場合は可能
※授業・成績評価ともに大学院水準で行ってい
る場合

授業の水準 大学院の水準 大学院の水準

成績評価の水準 大学院の水準

①学部学生に対しても大学院の水準
②学部学生に対しては学部の水準
※②（学部水準での成績評価）の場合、大学院
の単位として認定することは不可

【（参考）比較表】
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法学未修者教育と法曹コースの関係性のイメージ（たたき台案）

◎法曹コースの学生は法科大学院１年次の授業を履修する。これにより、実質的な教員負担増を押さえ
つつ、法学部生に質の高い教育を行うことができる。更に、浮いた分のリソースを未修者教育に振り
向けることができる。

法科大学院

３年次２年次１年次
２年次 ３年次

法曹コース

法学部

４年次

法科大学院

３年次２年次１年次

法曹コースの学生は法科
大学院１年次の授業（学部
と合同開講）を受講

既修認定

法学未修者は、３年間
で体系的に編成された
教育課程を履修

学部生は共同開講された法曹コース科目を学
部卒業要件として使用。既修認定を受けられれ
ば、改めて修得したものとみなすことが可能
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